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Ⅰ.はじめに
経済成長と大量消費に伴う自然環境への過度の負荷が環境劣化や資源枯渇の問題を引き起こし,
人類の将来に対する危機感をもたらしている｡ こうした状況の中で,かっての ｢経済成長か環境保
護か｣といった議論から,近年では自然環境を保全しつつ経済発展を行っていくにはどうすればよ
いかという ｢持続可能な発展｣の概念が多くの支持を得るようになってきた｡
一方,これまで国や地域の政策決定に対して強い影響を与えてきた国内総生産を代表とする国民
経済計算体系は,主として市場で取引される経済活動を取り扱ったために,環境の劣化や資源の枯
渇をあまり考慮しなかった｡そのため,それが福祉の観点からは必ずしも人々の生活水準を表して
いないという問題,また,持続可能性の観点からも将来世代の生活を犠牲にしているのではないか
という問題があった｡これらの問題点に対応するために,特に持続可能性の概念に沿って政策を行
うために,経済と環境の相互関係を記述する統計指標が必要となり,環境 ･経済統合勘定などいく
つかの勘定体系が提示されている｡
｢環境 ･経済統合勘定体系｣は国連によって提唱されたもので,環境や資源の状態を主として貨
幣的に評価しようとする勘定であり,国民経済計算体系を補完するサテライト勘定となっている｡
その意図するところは,もし自然環境の機能がそれに見合う評価を与えられ,その機能を使うこと
が経済活動のコストとされるならば,自然環境の保全と経済発展の両立を可能にする基礎が提供で
きるというものである｡ この環境 ･経済統合勘定において最終的に計算されている環境調整済国内
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純生産は持続可能性の一つである ｢持続可能な所得｣を表すものと考えられる (Daly〔43〕)｡
近年,環境問題は,一方で温暖化やオゾン層破壊のように地球的規模になっているとともに,他
方で生活環境の重視や地方分権-の期待などから地域化の傾向がある｡ そのため,環境 ･経済統合
勘定は,今後国際的な観点からのアプローチと同様に地域的な観点からのアプローチも重要となっ
てくることが考えられる｡
本稿は,例として富山県を対象にした環境 ･経済統合勘定の試算をすることにより,地域におけ
る環境と経済の相互関連をマクロ数値的な面から検討したものである｡ また,地域における勘定の
推計を行う際の特徴や問題点などについて考察している｡ 環境 ･経済統合勘定に関する試算につい
ては,すでに経済企画庁が1995年に国を対象とした試算結果を公表している｡ 富山県の試算におい
ては,経済企画庁の試算方法に準じているが,資料の不足などのため,省略されたものがある｡ ま
た,化石燃料の燃焼によるC02の排出と森林によるC02の吸収の帰属環境費用 (便益)を追加 して
いる｡ 具体的作業としては,1985年度と1990年度のそれぞれにおいて,富山県版環境 ･経済統合勘
定を試算し,各種分析を行う｡ その中で持続可能性を検討する指標の一つとして,環境調整済県内
純生産を導きだす｡
本試算によって得られた結果によれば,1985年度から1990年度までの5年間に県内総生産の年平
均成長率が6.1%であったのに対して,環境調整済県内純生産のそれは6.2%であった｡これより,
その5年間に,多少なりとも環境保全を考慮した形での,あるいは持続可能な所得の意味での経済
成長がなされたと考えることができよう｡ しかしながら,今回の試算は非常に限定された資料や多
くの仮定に基づくものであり,この試算値だけをもって持続可能性をはかることは無理があること
も留意すべきである｡
環境 ･経済統合勘定の研究 ･調査はまだ始まって間がなく,発展途上の段階にあるものと考えら
れ,解決すべき課題は多い｡
Ⅱ.環境 ･経済統合勘定
1.環境 ･経済統合勘定の経緯
(1)持続可能な発展
経済の成長に伴う自然環境への過度の負荷が環境劣化や資源減耗を引き起こし,人類の将来に対
する危機感をもたらしている｡ そうした状況の中で,これまで人々の間で経済成長か環境保護かと
いうような二者択一的な考え方が多かったように思われる｡ しかし,1980年代に入り,自然環境と
経済発展を両立させるためにはどうすべきかということから,｢持続可能な発展(Sustainable
Development)｣の概念が支持されるようになってきた｡
この持続可能な発展を世界的に認識させることになったのは,1987年の ｢環境と開発に関する世
界委員会｣による報告書である｡ そこでは ｢持続可能な発展とは将来の世代が自らのニーズを充足
する能力を損なうことなく,現在の世代のニーズを満たすような発展である｣ と述べられている
(TheWorldCommissiononEnvironmentandDevelopment〔53〕)｡ また,この概念に沿って
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政策を行うためには,経済と環境の相互関係を記述する統計指標が必要であり,1992年にリオ･デ･
ジヤネイロで開催された国連環境開発会議 (地球サミット)で採択されたアジェンダ21において,
環境 ･経済統合勘定の開発を推進することが要請されている(UnitedNationsConferenceon
EnvironmentandDevelopment 〔52〕)｡
(2) 従来のSNAの問題点
これまで国や地域の政策決定に対して強い影響を与えてきたGDP(あるいはGNP)を代表とす
る国民経済計算体系 (System ofNationalAccounts,SNAと略称)は,経済指標として理論的
整合性や応用性などにおいて優れた性質をもっている｡ しかし,他方でSNAはその経済活動の範
囲の制約のために,主として二つの観点から問題点が指摘されてきた｡
一つは福祉の観点からで,それが国民の福祉水準 (あるいは生活水準)を表す指標として限界が
あるというもので,例えば,経済活動により環境汚染が生じた場合に福祉の損失が反映されていな
いことや家事労働などの非市場的活動が計上されていないことなどである｡ この問題-対応するた
めに環境汚染や家事労働などを反映するように福祉指標として開発されたのが,ノードハウスとトー
ビンによる経済福祉指標 (MEW)や経済審議会による純国民福祉 (NNW)などである(Nordhaus
andTobin〔45〕,経済審議会NNW開発委員会 〔10〕)｡
二つ目は持続可能性の観点からで,SNAは自然資源の使用による将来の経済活動や国民生活へ
の影響を考慮していないため,経済発展の持続性を表すことにおいて難点があるというものである｡
例えば,化石燃料の採掘や熱帯雨林の伐採はGDPを増加させるが,他方で資源ス トックを減少さ
せたり,環境破壊をもたらすので,そのような成長は持続させることはできないことなどである｡
この間題に対応するために考えられたのが,いろいろな呼び方があるが,環境資源勘定,環境勘定,
環境経済勘定などと呼ばれているものである｡
(3) 環境資源勘定の発展
環境や資源を考慮に入れた勘定の研究は大きく2つのタイプに分かれる｡ すなわち,物的勘定と
貨幣的勘定である｡ 物的勘定は,それぞれの環境や資源の状態を物量単位で表す方法で,同じ種類
の物質あるいは共通の特性をもつ物質の間の関係を明確に表すことができるというメリットを持つ｡
しかし,種類が異なり,共通の特性ももたない物質の間の関係や環境 ･資源と経済の相互関係を分
析しにくいという問題がある｡ 物的勘定体系の先駆的研究として,ノルウェー (Alfsen,Bye,and
Lorentsen〔39〕)やフランス (Theys〔49〕)の政府によるものなどがある｡
貨幣的勘定はそれぞれの環境や資源の状態を貨幣単位で表す方法で,経済活動と環境問題を同じ
条件のもとで分析できるという利点を持つが,環境や資源を適切に貨幣評価する方法が必ずしも存
在するとは限らないことや貨幣的勘定による持続可能性が必ずしも物的持続可能性を保証しないと
いう問題点がある｡ 貨幣的勘定の先駆的研究として,世界資源研究所によるインドネシア (Repetto
andothers〔48〕),国連と世界銀行によるメキシコ(Tongerenandothers〔50〕)及びパプ アニュー
ギニア (Bartelmus,LutzandSchweinfest 〔41〕)におけるケーススタディなどがある｡
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そして,これらの先駆的研究をもとにし関係国と協議しながら,検討して作成されたのが,国連
による環境 ･経済統合勘定体系である｡
2. 環境 ･経済統合勘定体系 (SEEA)
国連は環境 ･経済統合勘定体系 (System forIntegratedEnvironmentalandEconomic
Accounting,SEEAと略称)を実施するための概念的基礎を提示するハンドブック (暫定版)を19
93年に刊行している (UnitedNations〔51〕)｡それによれば,SEEAは自然環境と経済の間の包括
的かつ整合的相互関係の構図を提供しようとするもので,究極的には,社会,経済,環境に関する
統一政策を一つの統合された情報システムにより支援することを目指している｡
(1)サテライト勘定
国連など五つの国際機関は1993年に従来のSNA (1968年に国連が提示し,日本では1978年から実
施)の改訂を提示した (CommissionoftheEuropeanCommunitiesandothers〔42〕)｡ その際,
従来のSNAが環境や資源に関してもつ問題点に対応するため,SEEAをSNAのコア体系に対する一
つのサテライト勘定として採用している｡ サテライト勘定とは,SNAのコア体系はそのままにし
て,ある特定分野に焦点を当てた付属的な勘定 (サテライト勘定)を別に作成することにより,コ
ア体系と整合性をとりながら,その分野に独特な概念や方法などを用いることができる自由度の高
い勘定である｡ SEEAの場合,サテライト勘定になることにより,SNAのコア体系では例外的にし
か使えなかった帰属費用の概念を環境などに大いに利用することが可能になっている｡
(2) SEEAの各バージョン
SEEAにはさまざまなバージョン (Ⅰ版-V.6版)があり,国,地域,部門などがその目的や
データ利用可能性などに応じて選択できるように,柔軟な枠組みを提供している｡ 図-1は各バー
ジョン及びバージョン間の相互関係を表示している｡ 各バージョンの概要は以下の通りである｡
〔Ⅰ版〕従来のSNAを適切に再構成したもので,他の版の出発点となる勘定体系｡
〔Ⅱ版〕Ⅰ版から環境関連のフローやストッグを分割したもの｡
〔Ⅲ版〕物質/エネルギー収支や自然資源勘定などの物的単位による情報とSNAをベースにした
貨幣的データを結合したもの｡
〔Ⅳ版〕経済的使用による自然資産の減耗 ･劣化を経済活動に伴う費用 (帰属環境費用)と見なし,
市場評価 (Ⅳ.1版),推持費用評価 (Ⅳ.2版),市場評価+仮想的市場評価 (Ⅳ.3版)の3つ
の評価方法を用いることによって,これらの帰属環境費用を推計し,取り込んだもの｡
〔Ⅴ版〕SNAの生産境界の拡張を通じて,SEEA行列の一層の展開の可能性を探ろうとするもの｡
その主要な拡張は次の3つの領域｡
<家計活動に関する生産境界の拡張> (V.1版,V.2版,V.3版)
<自然環境の生産としての環境サービスの導入> (V.4版,V.5版)
<内部的環境保護活動の外部化> (V.6版)
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(3)SEEAの特徴
sEEAは従来のSNAと比べて二つの大きな相違点がある｡
①資産や生産の範囲を拡張していることである｡ SNAにおいては,自然資産を所有者に経済的利
益をもたらす場合に限って対象としているのに対して,SEEAでは資産の範囲を大幅に拡大し,自
然資産を含めて原則としてすべての資産をその対象範囲としている｡ また,SEEAは家計生産や環
境サービスを生産の範囲に取り込める-ようにしている｡
②sEEAでは,経済活動が自然資産に対して及ぼした影響を評価し,環境の劣化や資源の減耗を経
済活動に伴う費用 (環境費用)として取り扱っている｡
(4)環境費用
sEEAでは環境関連の費用として2つのタイプを想定している｡ 一つは,環境保護支出等の名称
で現実に支出されている費用 (ActualCost)であり,もう一つは,環境の劣化や資源の減耗に対
する帰属費用 (ImputedCost)と呼ばれる費用である｡
①実際環境費用
経済活動によって廃棄物等が生じる場合,環境劣化を避けるため,あるいは劣化が生じた後でそ
の影響を除くために,現実の支出がなされている｡ SEEAでは,このような環境保護支出などを他
の支出と分割して,その評価を行おうとする｡
(彰帰属環境費用
汚染物質の排出,生態系の破壊などは自然資産の使用と見なされ,その分は追加的な費用という
形で認識される｡ この費用は実際には支払われていないが,あたかも支払われた形で金額を推計す
るため,帰属環境費用と呼ばれる｡
(5)帰属環境費用の評価法
国連のハンドブックは帰属環境費用の評価法として,市場評価 (MarketValuation),維持費用
評価(MaintenanceCostApproach),仮想的市場評価(ContingentValuation)の三つの方法を提
示している｡
①市場評価法は基本的に市場価格に基づく方法である｡
②維持費用評価法は自然資産を減耗または劣化の前の水準に推持しようとすれば必要となる費用で
あり,これは防止費用であったり,復旧費用であったりする｡ また,維持費用評価法は自然資産を
一定の水準に維持することを考えているので,持続可能な発展の概念に沿っているという特徴をもっ
ている｡
③仮想的市場評価法 (CVM)とは,ある環境変化について,その便益に対する支払意思額,また
はその損失を我慢する見返りとしての受取意思額などを回答者に質問する調査によって評価する方
法である｡ この評価法は,便益推計の唯一の手段である場合があること,環境政策のほとんどの状
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況に通用可能であることなど応用範囲が広いが,反面多くの問題を抱えている｡例えば,支払意思
額において人々が自然環境を良くするために進んで支払おうとする金額と実際に支払うであろう金
額とが必ずしも一致しないという問題 (ただ乗り問題),支払い意思額が質問や調査の方法に大き
く左右されること,できるだけ客観的な結果を得るのに必要な調査のための大きな負担などがある｡
市場評価法と仮想的市場評価法は,主として産業や家計によって負担された費用を表すので,福祉
の概念に沿っているという特徴をもっている｡
3.日本の環境 ･経済統合勘定
経済企画庁は日本について環境 ･経済統合勘定の試算を行った結果を1995年6月に公表している
(経済企画庁 〔8〕,日本総合研究所 〔30〕)｡この試算は基本的に国連のSEEAに基づいたもので,
国全体を対象にして相当多くの環境分野を取り入れた貨幣的勘定としては,世界で最初のものと思
われる｡試算に際して,SEEAのバージョンⅣ.2を採用し,帰属環境費用を主として維持費用評
価法により推計しているので,持続可能性の観点が重視されたことになる｡この試算はまだ解決し
なければならない多くの問題を抱えている発展途上のものであるが,日本のSNAと整合的かつ包
括的な貨幣勘定の実用化をめざしたという点で評価できるものである｡
Ⅲ.宮山県環境 ･経済統合勘定の基本構造と推計方法
本稿は富山県を例として地域における環境 ･経済統合勘定を試算することによって,勘定の有効
性や地域において推計を行う際の特徴や問題点などについて考察するものである｡本試算において
は,比較的資料のそろっている都道府県レベルでの,富山県という地域を対象としている｡という
のは,環境 ･経済統合勘定は経済勘定と環境関連の情報を連結するものであるが,地域において経
済勘定の中心である所得勘定や産業連関表が推計されているのは都道府県レベル以外にあまりない
ことから,それらを利用できる都道府県レベルを選択したものである｡
1.勘定の基本構造
ここで用いられる勘定の基本構造と推計方法は,原則として国連のSEEAのバージョンⅣ. 2に
基づく経済企画庁の方法 (経済企画庁 〔8〕,日本総合研究所 〔30〕)を採用し,試算は1985年度
(昭和60年度)と1990年度 (平成2年度)の二つの年度について行っている｡
この勘定は基本的には所得勘定 (フロー勘定)と資産勘定 (ストック勘定)からなり,38行×37
列のフレーム ･マトリックスから構成されている｡このマトリックスについては,関連資料の入手
困難性などから,経済企画庁のマトリックス (41行×40列)よりもやや単純化されている｡全体の
フレーム ･マトリックスは表3-1で示されている｡そこで,黒塗りの部分は概念的に存在しないも
の,×は概念の割り切りで計上しないもの,0はデータの取得が困難で0を計上するもの,網かけ
をしている部分は他のセルの数値の合計値となるものを示している｡なお,マトリックスにおける
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地域における環境･経済統合勘定一富山県の場合- -9-
行項目,列項目･各セルの理論上の定義などについては,日本総合研究所 〔30〕を参照されたい｡
試算の手順は大きく3つに分けることができる○ 一つはすでに計算されている県内総生産あるい
は県内純生産から,環境保護関連の数値 (実際環境費用)を分割して明示することであり,もう一
つは経済活動に伴う自然環境の劣化を経済活動に伴う費用 (帰属環境費用)として経済的 (貨幣的)
に評価することであり,そして最後にこの帰属環境費用を県内純生産から控除することで持続可能
な所得を表す環境調整済県内純生産を導くことである｡
2.実際環境費用の推計方法
実際環境費用は環境関連活動に関して実際に支払われた支出であり,既に県内総 (純)生産の中
に含まれている｡ そこで,県内総 (純)生産を所与の数倍とし,その数値から産業連関表,環境関
連の支出額等を利用することによって,環境関連を分割したものである｡ 具体的には環境保護関係
の財貨 ･サービスとそれ以外の財貨 ･サービスの各項目別の分割,環境保護活動の分割,各種資産
の分割等である｡
3.帰属環境費用の推計方法
帰属環境費用は,経済活動によって引き起こされた環境劣化や資源枯渇などの外部不経済が経済
活動の費用と見なされたものである｡ 環境劣化などが生じた自然資産を選定し,外部不経済を貨幣
的に評価して,フレーム ･マ トリックスに取り込むことが必要となる｡
(1)汚染物質等の選定
帰属環境費用を計算するために今回取 り上げた自然資産とそれを汚染する物質等は表3-2の通 り
である (CO2以外は,その範囲,評価手法とも経済企画庁方式に準じている)｡
表3-2 帰属環境費用を推計した自然資産と汚染物質等
土地利用 土地開発 生態系の破壊
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(2)維持費用評価法
帰属環境費用の評価法としては,市場評価法,直接的非市場評価法,維持費用評価法を含む間接
的非市場評価法があるが,ここでは維持費用評価法をベースとしている｡ 維持費用評価法は環境の
質をある一定の水準に維持するために必要な追加的費用によって環境の劣化を間接的に評価すると
いう方法であり,基本的には発生者が費用分を負担するものとして考えられている｡ 例えば,今回
の試算においては,帰属環境維持費用として大気汚染を引き起こしている汚染物質の除去費用をそ
の発生主体,すなわち産業や家計が負担するものとしてとらえている｡
維持費用評価法で推計したのは,維持費用評価法の方が持続可能な発展の概念に沿った評価額を
与えるものであること,維持費用評価による推計値はSNAとの整合性が高いこと,維持費用評価
に使用できるデータが比較的多いことなどの理由があげられる｡ 特に,最後のデータに関しては,
仮想的市場評価法 (CVM),旅行費用法などの直接的非市場評価法はデータ収集のために多大の労
力を必要とするので,局所レベルはともかく,国レベルと同様に県レベルでも,全体を対象とする
勘定に採用するのは困難なように思われる｡
(3)各自然資産の帰属環境費用の推計方法
①CO2以外の大気と水の帰属環境費用は,発生源別に排出された各汚染物質の量に1単位の排出削
減にかかる費用 (除去費用原単位)を乗 じることによって導きだしている｡
(参地球温暖化を引き起こすC0 2の帰属環境費用
化石燃料の消費量から推計するCO2排出量に,エネルギー源を石炭からLNGに転換する場合の
代替費用から推計した代替費用原単位を掛けて帰属環境費用を計算する｡
また,樹木の成長量から推計する森林のCO2吸収量に,代替費用原単位を掛けて帰属環境費用
(便益)を計算する｡
③土地利用の帰属環境費用については,土地の開発にかかる費用を,開発を断念した場合の機会費
用である遺失利益と見なし,帰属環境費用としている｡
④森林については,成長量を上回る伐採があった場合に,その純マイナス量に対応する生産額を帰
属環境費用としている｡
⑤地下資源については,産出額が最も多い砂利類のみを取 り扱っているが,確認埋蔵量のデータが
得られないので,純価格法に準じて砂利類の採取料から帰属環境費用を推計している｡
4.環境調整済県内純生産の導出
県内純生産から,上記で計算 した帰属環境費用を控除することによって環境調整済県内純生産を
導出している｡ すなわち
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合一
県内総生産 一 固定資本減耗 - 県内純生産
県内純生産 一 帰属環境費用 - 環境調整済県内純生産
が成り立つ｡
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なお,環境 ･経済統合勘定のマトリックスの個々の項目の具体的な推計方法の概要と試算結果は
【付録】に示されている｡
Ⅳ.試算結果の概要
1.富山県の試算結果の概要
(1) 全体的試算結果
富山県環境 ･経済統合勘定全体の試算結果の総表は 【付表】に示されているが,それらをまとめ
ると,表4-1のようになる｡
表4-1 1985年度と1990年度の数値の概要と比較 (単位 :百万円)
1985年度 1990年度 年平均成長率
県内総生産 2,955,014.0 3,973,928.0 6.10%
環境関係 44,029.9 52,271.0 3.49%
(対県内総生産比) (1.49%) (1.32%)
産出額 6,571,125.0 8,375,297.0 4.97%
環境関係 76,392.4 91,056.4 3.57%
(対産出額比) (1.16%) (1.09%)
最終消費支出 1,769,052.0 2,179,752.0 4.26%
環境関係 12,089.8 13,822.6 2.72%
(対最終消費支出比) (0.68%) (0.63%)
県内純生産 2,537,495.0 3,408,581.0 6.08%
帰属環境費用 99,739.5 109,752.0 1.93%624
(対県内純生産比) (3.93%) (3.22%)
(対県内総生産比) (3.38%) (2.76%)
環境調整済県内純生産 2,43755 3,298829
(注)県内総生産の環境関係数値は内部的環境保護活動を含むが,産出額の環境関連数値はそれを
含まない｡
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その中で,県内総生産,県内純生産,環境調整済県内純生産の間の関係は次のようになっている｡
(単位 :億円)
1985年度
県内総生産
29,550
県内純生産
25,375
1990年度
県内総生産
39,739
(6.10%)
県内純生産
34,086
(6.08%)
固定資本減耗
4,175
帰属環境費用
997
固定資本減耗
5,653
(6.25%)
帰属環境費用
1,098
(1.93%)
県内純生産
25,375
環境調整済県内純生産
県内純生産
34,086
(6.08%)
環境調整済県内純生産
(6.24%)
( )内は1985年度～1990年度の年平均伸び率 (%)を示す｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -13-
1985年度から1990年度までの5年間,富山県経済は日本経済と同様に,円高だが低金利,資産バ
ブル･原油安などの影響を受けて好調で,(名目)県内総生産は年平均6.1%で増加した｡そのうち
実際に支出された環境関係の総生産は年3･5%の増加率にとどまっている｡ また,帰属環境費用は
年1･9%の増加率で,県内総生産の伸びと比べるとその伸びがかなり低い｡すなわち経済成長に比
べると環境劣化はあまり進行しなかったことになる (ただし,帰属環境費用の増加率がマイナスで
はないため環境劣化は依然進行していることになる)｡その結果,環境調整済県内純生産は6.2%の
伸びで,県内総生産と県内純生産の伸び率6.1%とほぼ同じであった｡
(2) 実際環境費用
実際に支出された環境関連費用は,表4-1より1985年度で440億円,1990年度で523億円と推計さ
れており,県内総生産比ではそれぞれ,1.49%,1.32%を占める｡ 実際環境費用の金額自体は1985
年度より1990年度の方が大きいが,その年平均伸び率は3.49%であり,県内総生産の年平均伸び率
の6･10%に比べると低い｡環境への支出金額の増加は環境保全の必要性を示すものであるが,経済
全体に対する割合の低下は環境保全の重要性の認識がそれほど大きくないことを示すものと思われ
る｡
【付表】より,1985年度,1990年度に生産された環境関連の財貨 ･サービスは中間消費にそれぞ
れ166億円,205億円充当されている｡ 環境関連の財貨 ･サービスに対する最終消費支出は,1985年
度で121億円,1990年度で138億円と推計され,全最終消費支出のそれぞれ0.68%,0.63%を占める｡
しかしその年平均伸び率は2.72%であり,最終消費支出の年平均伸び率の4.26%に比べ低い｡環境
関連の資本形成は,1985年度,1990年度でそれぞれ318億円,290億円と推計され,人工資産の資本
形成 (それぞれ8,111億円,12,238億円)の3.93%,2.37%を占める｡
(3) 帰属環境費用
ここで推計された帰属環境費用とは,実際には支払いをしてはいないが,もし環境劣化を防ごう
とするならばおおよそ必要とされる金額を示すものである｡ 富山県における帰属環境費用の総額は
少なくとも1985年度に約997億円,1990年度に1,098億円と推計され,対県内総生産比 (対県内純生
産比)は,3.38% (3.93%),2.76% (3.22%)となる｡
帰属環境費用の内訳は 【付表】などから表4-2及び図-3のようになる｡
表4-2 帰属環境費用の内訳と比較 (単位 :百万円)
1985年度 1990年度 年平均増加率
発生源別帰属環境費用
産業 66,060.1 70,324.6 1.26%
家計 34,680.0 40,551.0 3.18%
-14-
水 (1.3%)
大気:
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種類別帰属環境費用
大気汚染 50,189.1 64,496.0 5.14%
水質汚濁 1,357.6 848.1 -8.98%
生態系の破壊 21,808.8 ll,791.0 -ll.57%
資源の枯渇 470.0 568.0 3.86%
地球環境-の影響 26,914.7 33,172.5 4.27%
(注)ここでは生産されない自然資産の復元分を含まない｡
図-3 帰属環境費用内訳 (1985年度)
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帰属環境費用の中で最も多いのは大気汚染であり,特に自動車が主要な部分を占めている｡ これ
は自動車からの排気ガスを減らすためには高いコストがかかるためである｡ また,自動車数の増加
などのため大気汚染に関する帰属環境費用が大きく増加している｡ さらに,今回は大気汚染に関す
る帰属環境費用の対象物質としてSOx,NOxの2種類のみを推計したが,粉じんなども考慮すると
大気汚染による帰属環境費用の増大が予想される｡
次に,水質汚染による帰属環境費用は衛生設備等の改善によって生産活動時,最終消費支出時と
もに1990年度の方が小さくなっている｡ また,生態系の破壊についても,土地利用の転換面積の減
少により帰属環境費用は減っている｡
地球環境への影響は,化石燃料の燃焼によるC0 2の排出と森林によるC0 2の吸収を考慮して,過
暖化を防止するための帰属環境費用を推計したものであるが,1985年度から1990年度までに年平均
4･27%で増加している｡ これは化石燃料の使用によるC02の排出量が年3.72%で増加 したのに対 し
て,森林の吸収量が年0.69%で減少したためである｡ 富山県における森林のCO2吸収量は化石燃料
による排出量の約12･1% (1985年度)及び約9.8% (1990年度)となっており,全国平均より少ない｡
これは富山県では高山地帯で天然林の割合が高いので,若い樹木が少なく,成長量が少ないためと
考えられる｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -15-
(4) 環境調整済県内純生産
ここで推計された環境調整済県内純生産は,県内純生産から帰属環境費用を控除することによっ
て得られ,1985年度,1990年度でそれぞれ24,378億円,32,988億円となっている｡ 環境調整済県内
純生産の年平均伸び率は6･2%であり,県内総生産の年平均伸び率6.1%,県内純生産の伸び率6.1%
とほぼ同じであった｡したがって,1985年度から1990年度にかけては実際に支出された環境関連費
用の増加も考慮すると,この5年間に,多少なりとも環境保全を考慮した形で,あるいは持続可能
な所得の意味で,経済成長があったと考えることができよう｡ しかしながら,今回の試算は非常に
限定された資料,多くの仮定に基づくものであり,この試算値だけをもって持続可能性をはかるこ
とは実際上は無理があることも留意すべきところであろう｡
2.国と富山県による試算結果の比較
この富山県の試算においては,基本的に国を対象とした経済企画庁による試算方法を採用したの
であるが,試算の対象範囲,計算手法に多少違いがあることなどに留意する必要がある｡ まず,国
の試算は1985年 (昭和60年)と1990年 (平成2年)の暦年であるが,県の試算はそれらの年度で行
われていることがある｡ これは,富山県ではコア勘定の県民所得勘定が年度でしか推計されていな
いことによるものである｡ 次に,資源の枯渇においては,対象とする資源の種類が異なるとともに,
帰属費用の推計において国はユーザー ･コスト法を用いているのに対して,富山県では採取料にも
とづく純価格法を用いている｡ また,国の場合には地球温暖化を引き起こすC02の帰属費用の推計
を行っていないので,ここで比較をする際には,富山県の帰属費用の中からCO2分を差し引いてい
る｡
国と富山県の主要な経済 ･環境指標の比較は表4-3の通りである｡
表4-3 主要経済 ･環境指標の比較 (国 ･県比較) (単位 :億円)
1985年(皮) 1990年(皮)
国(磨午) 国内総生産(①) 3,204,187 4,245,372
国内純生産(②) 2,766,425 3,637,389
環境調整済国内純生産(③) 2,686,864 3,552,902
(丑の年平均成長率 5.79%
②の年平均成長率 5.63%
(彰の年平均成長率 5.75%
③/① 83.85% 83.69%
③/② 97.12% 97.68%
帰属環境費用/国内総生産 2.48% 1.99%
帰属環境費用/国内純生産 2.88% 2.32%
-16- 研究年報 第 XXI巻
県内純生産(⑤) 25,375 34,086
環境調整済県内純生産(㊨) 24,647 33,320
④の年平均成長率 6.10%
⑥の年平均成長率 6.22%
㊨/④ 83.41% 83.85%
㊨/㊨ 97.13% 97.75%
帰属環境費用/県内総生産 2.46% 1.93%
帰属環境費用/県内純生産 2.87% 2.25%
〔出所〕国の数値は,経済企画庁 〔8〕,日本総合研究所 〔30〕より｡
(注)四捨五入の関係で数値が一致しない場合がある｡
国と富山県の試算結果を比較すると,成長率ではいずれも国より県の方が大きいが,他の比率で
はあまり大きな差はない｡その中で,国の場合は国内総生産の年平均伸び率が最も大きいのに対し
て,県の場合は環境調整済県内純生産の年平均伸び率が最も大きくなっている｡ これは県の帰属環
境費用の増加率が国に比べて低いためと考えられる｡ わずかであるが,富山県が国より環境劣化の
進行が遅いようである｡
Ⅴ.試算に関する問題点と将来の課題
1.試算の問題点
今回の試算は,限られたデータのもとで,多くの仮定に基づいた推計になっており,数値的な精
密さという点で満足できるものではない｡また推計方法などにもいくつかの問題点ある｡
(1)地域における試算の問題点
①まず,各種の経済,環境,資源に関する資料の不足があげられる｡ 地域においては,県レベルの
経済 ･環境関連の資料が最も充実しているのであるが,それでも,国と違って体系的になっていな
いという問題がある｡ 例えば,経済関連の資料では,環境 ･経済統合勘定の試算上重要な資産 (ス
トック)勘定が推計されていないことや県民所得勘定は年度だが,産業連関表は歴年で推計されて
いることなどがある｡ また,利用可能な資料があるものでも年度と暦年が混在している｡ 残念なが
ら今回はそのことについて調整を行っていない｡
②地域においては生態系に関連したものに特色を出しやすいはずであるが,県レベルではそれが困
難である｡ というのは,土地開発の生態系-の影響を厳密に調べる場合,開発毎に開発の内容や開
発地域の環境条件などが異なるので,それらを一つ一つ検討する必要があり,国の場合と同様に県
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -17-
全体を対象とする勘定においてそれを効率的に行うのは非常に困難である｡ 従って,それを可能に
するためには,地域の範囲をもっと狭くして,局所的レベルのものにする必要があるように思われ
る｡
(2) 実際環境費用における問題点
①外部的活動はエコビジネスを対象としているが,エコビジネス自体の範囲がまだはっきりしてい
ないこと,エコビジネスと言えども通常の経済活動をしていることなどの問題があるので,外部的
活動に関するなんらかの枠組みを確定していく必要がある｡
②内部的活動の場合,その活動上中間投入となる場合が多く,県民所得統計などの指標からは読み
取りにくい｡また産業,政府,家計などの活動主体は自らの活動のうち環境関連の活動がどれだけ
あるかについて明確に区別することはほとんどない｡このようなことから,試算が精赦化されれば
実際環境費用は上昇していくものと考えられる｡
(3) 帰属環境費用における問題点
①帰属環境費用の対象となる物質がデータの制約などのためかなり限定されていることが問題であ
る｡ そのため,帰属環境費用が過小評価されていると思われる｡ 今後はより多くの物質を対象にす
る必要がある｡
②大気汚染,水質汚濁,温暖化に関する帰属環境費用の推計において,
帰属環境 (維持)費用-排出量×除去費用原単位
という形で計算を行なっている｡ これは,除去費用が除去量に関して線形で,しかも排出量をゼロ
とする場合の費用を意味する｡ 実際には,除去費用は非線形 (通常,逓増的)で,自然の浄化作用
があるので,必ずしも排出量をゼロとする必要はない｡これから,より現実的な費用関数を開発す
る必要がある (日本総合研究所 〔30〕,田丸 〔15〕を参照)｡
2.今後の課題
現在の環境 ･経済統合勘定は一つの国 (あるいは地域)を対象にしたもので,財の輸出入は取り
扱うが,それが外国の環境や資源に与える影響については考慮していない｡そのため,ある国が石
油や木材を輸入した場合,それは輸出国の資源の枯渇や生態系の破壊をもたらし,輸出国の帰属環
境費用に計上されるが,輸入国のEDP(環境調整済国内純生産)には影響を与えない｡輸入国のE
DPはある時まで維持できるとしても,輸出国が輸出できなくなれば,輸入国の持続可能性も危う
くなるであろう｡ これらの国際連関 (あるいは地域連関)を考慮できるように環境 ･経済統合勘定
を拡張することが望まれるところである (例えば,物的な国際勘定については森口 〔36〕,貨幣的
な国際連関の枠組みの方向性については有吉 〔1〕を参照)｡
次に,環境 ･経済統合勘定がマクロ的な観点からの持続可能性を考慮しているとすれば,当然,
ミクロ的な観点からの持続可能性の追及という研究も同時並行的になされる必要があろう｡
環境 ･経済統合勘定の研究 ･調査はまだ始まって間がなく,発展途上の段階にあるものと考えら
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れる｡ これから,その理論的概念の精赦化 適切な評価方法や推計方法の開発,必要なデータの整
備などが望まれるところであるが,それには非常な困難が伴うことが予想される｡ それでも,環境 ･
経済統合勘定のような環境と経済の橋渡しをする指標の開発は必要である｡ それなくして,環境と
経済が別個の指標で表されている限り,｢環境か経済か｣というような二者択一的な思考方法から
抜け出ることは困難なように思われる｡
【付録】具体的な推計方法と試算結果
ここでは,富山県における環境 ･経済統合勘定のフレーム ･マトリックスを構成する各セルの具
体的な推計方法の概要と試算結果について述べる｡ 推計においては,原則的に経済企画庁の推計方
式 (経済企画庁 〔8〕,日本総合研究所 〔30〕を参照)を採用している｡ 従って,実際環境費用は
主として市場評価法に基づく県民所得統計や産業連関表などから推計し,帰属環境費用については
基本的に維持費用評価法を用いている｡ また,国の試算結果と比較しやすいように,試算は1985年
皮 (昭和60年度)と1990年度 (平成2年度)の二つの年度について行っている｡ 富山県ではコア勘
定の県民所得統計が年度であるため,試算を年度で行ったが,これは,環境 ･経済統合勘定の試算
を歴年で行っている国の場合と厳密には異なる｡ 更に,必要なデータが歴年でしか無い場合には,
近似としてそれを用いている｡
以下,実際環境費用,帰属環境費用の順に,また実際環境費用の推計においては,列項目の順番
で記述する｡ 各列においては行の数の小さい順に各セルの説明を行う｡ その際,列番号は ( )で,
各セルの位置は,例えば第10行第5列を (10,05)というように表す｡また,他のセルの数値の合
計や差額から計算されるセルの数値 (第31行の産出額や第38行の期末ストック等)は原則的に説明
を省略している｡ このように他のセルの数値の合計値となるセルは,表3-1の網かけをしている
部分である｡ なお,四捨五入の関係で数値が一致しない場合がある｡
1.実際環境費用
<フロー勘定>
(1)産出額
(04,01)産業の環境関連の財貨 ･サービス
現代エコビジネスの産出額に環境関連施設に関する固定資本形成分を考慮した国の数値と県の数
値から推計した｡県における産業の環境関連の財貨 ･サービス (推計額)は,
1985年度 56,941.5(百万円)
1990年度 60,954.7(百万円)
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -19-
(05,01)政府の環境関連の財貨 ･サービス
県の環境関連予算に下水道,廃棄物処理 (公営)の生産額 (ともに推計額)を加えた額とした｡
1985年度 19,450.9(百万円)
1990年度 30,101.7(百万円)
(08,01)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
(02,01)- MOS,01)+(09,01)+(10,01)i
1985年度 6,106,263.5(百万円)
1990年度 7,818,439.3(百万円)
(09,01)政府の環境関連以外の財貨 ･サービス
(31,12)の数値を計上｡
1985年度 313,627.1(百万円)
1990年度 382,407.3(百万円)
(10,01)対家計民間非営利団体の環境関連以外の財貨 ･サービス
(31,13)の数値 (対家計民間非営利団体の産出額)を計上｡
1985年度 74,263.0(百万円)
1990年度 99,601.0(百万円)
〔出所〕経済企画庁 〔9〕,日本総合研究所 〔30〕,富山県 〔20〕,〔22〕,環境関連予算は富山県資料｡
(2)移 入
(08,02)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度 2,502,028.0(百万円)
1990年度 2,873,033.0(百万円)
〔出所〕富山県 〔22〕から計上
(7) 産業の外部的環境関連の生産活動
現代エコビジネスの産出額を利用｡各セル-は代表業種のⅠ/0表等によって推計｡
(08,07)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
県民所得報告書,県Ⅰ/0表,国Ⅰ/0表を使用し,生産額に対する代表産業の中間投入額比率
を使用して推計｡
1985年度 25,500.4(百万円)
1990年度 24,714.9(百万円)
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(12,07)産業の環境関連の設備の固定資本減耗
県民所得報告書,県Ⅰ/0表 (投入表),国Ⅰ/0表 (投入表)を使用し,生産額に対する固定
資本減耗額比率を使用して推計｡
1985年度 3,001.9(百万円)
1990年度 3,033.7(百万円)
(25,07)産業の環境関連の間接税
県Ⅰ/0表 (投入表),国Ⅰ/0表 (投入表)を使用し,生産額に対する間接税額比率を使用し
て推計｡
1985年度
1990年度
1,090.9(百万円)
1,212.2(百万円)
(26,07)産業の環境関連の補助金
県Ⅰ/0表 (投入表),国Ⅰ/0表 (投入表)を使用し,生産額に対する補助金額比率を使用し
て推計｡
1985年度
1990年度
13.1(百万円)
31.2(百万円)
(28,07)雇用者所得
県民所得報告書,県Ⅰ/0表 (投入表),国Ⅰ/0表 (投入表)を使用し,生産額に対する雇用
者所得額比率を使用して推計｡
1985年度 21,667.5(百万円)
1990年度 25,193.5(百万円)
(29,07)営業余剰
県民所得報告書,県Ⅰ/0表 (投入表),国Ⅰ/0表 (投入表)を使用し,生産額に対する営業
余剰額比率を使用して推計｡
1985年度 5,693.9(百万円)
1990年度 6,831.7(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕,〔22〕
(8) 産業の内部的環境関連の生産活動
公害防止計画実施状況等調査報告書に基づいた産業による公害防止のための投資額 (表6-1)か
ら計算｡計画もしくは実績しかない年度は均等割等で推計｡
表6-1より,前7年間の累積投資額は,1985年度で41,918.2(百万円),1990年度で27,405.6(百万
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -21-
円)となる｡
公害防止設備投資に関する中間投入,減価償却,雇用者所得の各比率は国のⅠ/0表を利用して
推計｡
(08,08)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
7年間の累積投資額に対する中間投入比率を乗じて推計｡
1985年度 4,611.0(百万円)
1990年度 3,014.6(百万円)
表6-1富山県の事業者による公害防止のための投資額
計 画 実 績 進捗率
1979-83年度 13,839 28,099 203%
845678 7,250 6,37314489052747 275%
〔出所〕富山県 〔18〕
(12,08)産業の環境関連の設備の固定資本減耗
7年間の累積投資額に対する減価償却比率を乗じて推計｡
1985年度 3,353.5(百万円)
1990年度 2,192.5(百万円)
(26,08)産業の環境関連補助金
県予算における環境関連予算から産業-の補助金に該当するものの合計｡
1985年度 -181.7(百万円)
1990年度 -48.0(百万円)
(28,08)雇用者所得
7年間の累積投資額に対する雇用者所得比率を乗じて推計｡
1985年度 2,934.3(百万円)
1990年度 1,918.4(百万円)
-22- 研究年報 第 XXH巻
〔出所〕総務庁 〔14〕,日本総合研究所 〔30〕,富山県 〔18〕
(9) 産業の環境関連以外の生産活動
(04,09)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(05,09)政府の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(06,09)対家計民間非営利団体の環境関連の財貨 ･サービスの使用
産業が環境関連の活動以外の一般の生産活動を行う際の,環境関連財貨 ･サービスの中間需要額｡
産業連関表を基本に,下水道,廃棄物処理のデータを中心にして推計｡また,(04,09),(05,09),
(06,09)を各々区別することは困難なため,これらを統合し,(03,09)環境関連の財貨 ･サービス
の使用に統一する｡
なお,県Ⅰ/0表は1985年は84部門,1990年は90部門しかないため,水道部門から下水道部門を,
廃棄物処理部門から廃棄物処理 (公営)部門,廃棄物処理 (産業)部門を取 り出す必要がある｡ そ
のため,国のⅠ/0表を利用し,それぞれの連関表内部の数値比率を計算し,それを県の資料に適
用することとし,そうして推計した県内における下水道部門と廃棄物処理 (公営,産業)部門の産
出における内生部門計より,政府関係および非営利団体関係の数値を除いた｡
1985年度
下 水 道 1,718.2
廃棄物処理 10,077.4
合 計 11,795.6
1990年度 (単位 :百万円)
2,528.7
12,577.7
15,106.4
(07,09)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
産業の中間投入額一 子(04,06)+(08,06)+(04,09)i
1985年度 3,364,682.1(百万円)
1990年度 4,087,653.1(百万円)
(13,09)環境関連以外の資産の固定資本減耗
産業の固定資本減耗I i(ll,06)+(12,09)i
1985年度 383,015.6(百万円)
1990年度 526,067.8(百万円)
(24,09)純間接税
産業の純間接税合計- (24,06)
1985年度 131,041.0(百万円)
1990年度 256,092.0(百万円)
地域における環境･経済統合勘定一富山県の場合-
(27,09)環境関連以外の補助金
産業の補助金- i(26,06)+(27,06)+(26,09)i
1985年度 -22,476.2(百万円)
1990年度 -14,947.8(百万円)
(28,09)雇用者所得
産業の雇用者所得- (28,06)
1985年度 1,320,559.2(百万円)
1990年度 1,722,628.2(百万円)
(29,09)営業余剰
産業の営業余剰- (29,06)
1985年度 884,453.1(百万円)
1990年度 1,203,814.3(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕,〔22〕,
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㈹ 政府の環境関連の生産活動
環境関連予算,下水道活動,廃棄物処理活動 (公営)についての推計を行った｡廃棄物処理活動
については,一般廃棄物処理活動のみに限定して推計する｡
(04,ll)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
｢富山県の一般廃棄物｣の委託費より推計｡
1985年度 1,567.2(百万円)
1990年度 2,068.3(百万円)
(08,ll)産業の環境関連以外の財貨 ･サービスの使用
｢富山県の一般廃棄物｣,｢富山県の下水道｣等より推計｡ただし,下水道については1985年度の
数値がないので,県財政の伸び率から推計した｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
一般廃棄物総支出 4,985.0 7,066.3
下水道維持管理費(含む起債償還費) 6,416.0 8,998.7
合 計 11,401.0 16,065.0
(12,ll)環境関連設備の固定資本減耗
県Ⅰ/0表の投入表における下水道と廃棄物処理 (公営)の資本減耗引当 (ともに推計値)を利
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用する｡
下 水 道
廃棄物処理 (公営)
合 計
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1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
1,241.9 2,741.4
755.9 792.2
1,997.8 3,533.6
(25,ll)間接税
県Ⅰ/0表の投入表における下水道と廃棄物処理 (公営)の間接税 (ともに推計値)を利用する｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
下 水 道
廃棄物処理 (公営)
合 計
0.0 63.3
0.1 42.5
0.1 105.8
(28,ll)雇用者所得
県Ⅰ/0表の投入表における下水道と廃棄物処理 (公営)の雇用者所得 (ともに推計値)を利用
する｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
下 水 道 750.3 1,003.7
廃棄物処理 (公営) 3,734.5 7,325.2
合 計 4,484.8 8,328.9
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕,〔22〕,富山県環境整備課 〔23〕,富山県下水道課 〔27〕,環境
関連予算は富山県資料｡
(12) 政府の環境関連以外の生産活動
(04,12)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(05,12)政府の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(06,12)対家計民間非営利団体の環境関連の財貨 ･サービスの使用
政府が環境関連の活動を除く一般の生産活動を行う際の,環境関連の財貨 ･サービスの中間需要
額｡産業連関表を基本に下水道,廃棄物処理のデータを中心にして推計する｡ なお,(04,12),(05,
12),(06,12)を各々区別することは困難なため,これらを統合し,(03,12)環境関連の財貨 ･サー
ビスの使用に統一する｡
Ⅰ/0表で推計した県内における下水道部門と廃棄物処理 (公営,産業)部門から推計｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合1
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
下 水 道 155.7 256.5
廃棄物処理 (公営,産業) 2,780.5 2,748.4
合 計 2,936.2 3,004.9
(07,12)政府の環境関連以外の財貨 ･サービスの使用
政府の中間投入- i(02,ll)+(03,12)i
1985年度 54,552.6(百万円)
1990年度 72,623.8(百万円)
(13,12)環境関連以外の資産の固定資本減耗
政府の固定資本減耗- i(ll,ll)+(12,12)i
1985年度 20,816.2(百万円)
1990年度 23,030.4(百万円)
(24,12)純間接税
政府の純間接税- (24,ll)
1985年度 134.9(百万円)
1990年度 71.2(百万円)
(28,12)雇用者所得
政府の雇用者所得- (28,ll)
1985年度 235,187.2(百万円)
1990年度 283,677.1(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕
(13)対家計民間非営利団体の生産活動
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(04,13)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(05,13)政府の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(06,13)対家計民間非営利団体の環境関連の財貨 ･サービスの使用
対家計民間非営利団体が環境関連の活動を除く一般の生産活動を行う際の,環境関連の財貨 ･サー
ビスの中間需要額｡産業連関表を基本に下水道,廃棄物処理のデータを中心にして推計｡
(04,13),(05,13),(06,13)を各々区別することは困難なためこれらを統合し,(03,13)環境関
連の財貨 ･サービスの使用に統一する｡
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Ⅰ/o表で推計した県内における下水道部門と廃棄物処理 (公営,産業)部門から推計
下 水 道
廃棄物処理 (公営,産業)
合 計
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
32.4 48.0
222.5 283.9
254.9 331.9
(07,13)環境関連以外の財貨 ･サービスの使用
対家計民間非営利団体の中間投入額- (03,13)
1985年度 26,747.1(百万円)
1990年度 36,170.1(百万円)
(13,13)環境関連以外の資産の固定資本減耗
対家計民間非営利団体の固定資本減耗を計上｡
1985年度 5,㍊4.0(百万円)
1990年度 7,489.0(百万円)
(24,13)純間接税
対家計民間非営利団体の純間接税を計上｡
1985年度 348.0(百万円)
1990年度 515.0(百万円)
(28,13)雇用者所得
対家計民間非営利団体の雇用者所得を計上｡
1985年度 41,579.0(百万円)
1990年度 55,095.0(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕
個 政府の最終消費支出
(05,15)政府の環境関連の財貨 ･サービスの使用
政府最終消費支出の中で,政府から提供された環境関連の財貨 ･サービスの使用分｡
県の環境保全関係予算,Ⅰ/0表における下水道と廃棄物処理より推計｡
1985年度 9,421.7(百万円)
1990年度 10,810.7(百万円)
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合-
(09,15)政府の環境関連以外の財貨 ･サービスの使用
政府の最終消費支出- (03,15)
1985年度 257,726.3(百万円)
1990年度 315,207.3(百万円)
(20,15)生産されない自然資産の復元
予算資料より,土地改良等の予算を計上｡
1985年度 1,000.6(百万円)
1990年度 1,123.6(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕,環境保全関係予算は富山県資料より｡
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(16)対家計民間非営利団体の最終消費支出
対家計民間非営利団体については,環境関連活動の分割が困難なため,そのままの数値を計上す
る｡
(10,16)対家計民間非営利団体の環境関連以外の財貨 ･サービス
県民所得の数値を計上｡
1985年度 18,978.0(百万円)
1990年度 23,665.0(百万円)
〔出所〕富山県 〔22〕
(17) 家計の最終消費支出
(04,17)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(05,17)政府の環境関連の財貨 ･サービスの使用
(06,17)対家計民間非営利団体の環境関連の財貨 ･サービスの使用
家計が最終消費を行う際の,環境関連の財貨 ･サービスの利用分｡
上記各々の関係の推計が困難なため,(03,17)環境関連の財貨 ･サービスの使用に合算 して推計
する｡
Ⅰ/0表の産出表より,下水道,廃棄物処理 (公営,産業)(ともに推計値)の家計最終消費額
とする｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
下水道の家計最終消費支出 855.9 1,457.9
廃棄物処理 (公営,産業)の 1,812.3 1,554.0
家計最終消費支出
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合 計
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2,668.2 3,011.9
(07,17)環境関連以外の財貨 ･サービスの使用
家計の最終消費- (03,17)
1985年度 1,480,257.8(百万円)
1990年度 1,827,057.1(百万円)
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕
(18) 移 出
県民所得の数億を計上｡
(08,18)環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度 2,775,677.0(百万円)
1990年度 3,468,755.0(百万円)
〔出所〕富山県 〔22〕
<ストック勘定>
(23)産業の環境関連人工資産
エコビジネス関連の資料からの推計が多いため,環境装置の生産実績の国と県の比率等を利用し
て推計｡
(01,23)期首ストック
環境装置の産業用生産実績の累計金額の代表産業比率を利用して推計｡
1985年度 6,537.4(百万円)
1990年度 5,677.1(百万円)
(04,23)産業の環境関連の財貨 ･サービスの使用
国の推計額に代表産業比率を乗じて推計する｡
1985年度 5,505.9(百万円)
1990年度 5,725.5(百万円)
(12,23)環境関連の資産の固定資本減耗
産業の環境関連の固定資本減耗 (12,06)の係数をマイナス表示｡
(37,23)市場価格変化による再評価
地域における環境 ･経済統合勘定-富山県の場合一
国の推計額に代表産業比率を乗じて推計する｡
1985年度 -118.7(百万円)
1990年度 95.7(百万円)
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〔出所〕総務庁 〔14〕,日本総合研究所 〔30〕,日本産業機械工業会環境装置部会 〔29〕,富山県
〔22〕,
(24)政府の環境関連人工資産
環境装置の官公需要生産実積額の代表産業比率と県の環境関連資産のストック (下水道施設のみ)
を使用して推計｡
(01,24)期首ストック
･下水道施設
1985年度 1990年度の累積投資額と県財政の伸び率から推計すると
67,098.1(百万円)
1990年度 下水道の累積投資額に,30年耐用年数,10%残存価格を当てはめて推計｡
94,125.2(百万円)
･環境装置
環境装置の国の推計額に代表産業比率を乗じて推計する｡
1985年度 15,200.9(百万円)
1990年度 16,374.3(百万円)
よって,下水道と環境装置の合計は,
1985年度 82,299.0(百万円)
1990年度 110,499.6(百万円)
(04,24)産業の環境関連の財貨 ･サービス
国の推計額に代表産業比率を乗じて推計｡
1985年度 26,333.4(百万円)
1990年度 23,311.2(百万円)
(12,24)環境関連設備の固定資本減耗
政府環境関連の固定資本減耗 (12,ll)の計数をマイナス表示｡
(37,24)市場価格変化による再評価
国の推計額に代表産業比率を乗じて推計｡
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1985年度 -2,458.4(百万円)
1990年度 3,847.8(百万円)
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〔出所〕総務庁 〔14〕,日本総合研究所 〔30〕, 日本産業機械工業会環境装置部会 〔29〕,富山県
〔20〕,〔21〕,富山県下水道課 〔27〕
(25)環境関連以外の人工資産
国における資本取引等に県比率をかけて推計｡
(01,25)期首ストック
(国の有形資産の純固定資産+ 在庫)×比率 - (環境関連+ 果樹･家畜)
1985年度 6,521,529.8(百万円)
1990年度 8,712,356.6(百万円)
(08,25)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
(国の有形資産の純固定資本取引+在庫品増加)×比率+生産活動における固定資本減耗- (環
境関連+果樹･家畜)
1985年度 779,259.4(百万円)
1990年度 1,194,764.0(百万円)
(13,25)環境関連以外の資産の固定資本減耗
固定資本減耗- i(ll,22)+(12,25)+(ll,28)i
1985年度 -408,041.6(百万円)
1990年度 -555,500.5(百万円)
(37,25)市場価格変化による再評価
(国の有形資産の純固定資産+ 在庫)の調整額×比率 - (環境関連+ 果樹･家畜)
1985年度 -118,867.7(百万円)
1990年度 143,368.8(百万円)
〔出所〕経済企画庁 〔9〕,総務庁 〔14〕,日本総合研究所 〔30〕,富山県 〔22〕
(27)人工林
立木の金額と人工林の体積を使用して推計する｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合一
表6-2 富山県の森林面積と材積
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1985年度 1990年度
国 有 林 2,464.79ha 152,020m3 2,470.02ha 191,264nf
小 計 47,851.79ha 8,199,196nf 49,164.02ha 10,387,232m3
天 然 林 ｢民 有 林 114,646.00ha 12,482,359m3 113,257.00ha 13,467,189m3国 560 3 619000 563312 6225766
小 計 171,252.03ha 18,674,359m3 169,588.20ha 19,692,955m3
合 計 219,103.82ha 26,873,555m3 218,752.22ha 30,080,187nf
〔出所〕林野庁 〔38〕,富山県農林水産部 〔28〕｡
(注)無立木地,除地を除く｡
一万,回における人工林の期首資産額及び調整額から資産単価,調整単価は,
1985年度
資産単価 12,116.45円/m3
調整単価 298.80円/m3
これを県の材積に適用すると,
人工林の立木資産額 99,345.2
人工林の立木調整額 2,449.9
(01,27)期首ス トック
1985年度 99,345.2(百万円)
1990年度 126,329.5(百万円)
12,162.00円/m3
726.70円/m3
1990年度 (単位 :百万円)
126,329.5
7,548.4
(34,27)経済的要因による量的変化
成長量から伐採量を引いて純成長量を計算すると,
1985年度 1990年度 (単位 :m3)
民有林 416,562.0 452,944.0
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国有林 6,101.3
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7,541.1
この純成長量分を資産単価で価格付けする｡
1985年度 (416,562+6,101.3)×12,116.45-5,121.2(百万円)
1990年度 (452,944+7,541.1)×12,162.00-5,600.4(百万円)
(37,27)市場評価による再評価
調整額から,経済的要因による量的変化を控除した額｡
1985年度 -2,671.3(百万円)
1990年度 1,948.0(百万円)
〔出所〕経済企画庁 〔9〕,林野庁 〔38〕,日本総合研究所 〔30〕,富山県農林水産部 〔28〕,富山県
林政課資料,富山営林署資料
(28)人工林以外の育成資産
家畜及び果樹の国のデータ等を利用して推計｡
(01,28)期首ス トック
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
果樹 400.0 1,500.0
家畜 4,643.7 4,639.1
合計 5,043.7 6,139.1
(08,28)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度
果樹 140.2
家畜 663.6
合計 803.7
1990年度 (単位 :百万円)
141.1
799.7
940.7
(13,28)環境関連以外の資産の固定資本減耗
1985年度
果樹 122.0
家畜 1,002.3
合計 1,124.2
1990年度 (単位 :百万円)
129.3
957.4
1,086.7
(34,28)経済的要因による量的変化
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合一
期末ス トックー (期首ス トック+固定資本形成 (給)-固定資本減耗)
1985年度 1,583.4(百万円)
1990年度 468.4(百万円)
(38,28)期末ス トック
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
果樹 1,600.0 2,100.0
家畜 4,706.6 4,361.6
合計 6,306.6 6,461.6
〔出所〕総務庁 〔14〕,経済企画庁国民所得部資料,日本総合研究所 〔30〕,富山県 〔20〕
(34)開発地
開発地は,宅地を使用｡公有地の宅地資産額 (推計)は,民有地の比率を適用｡
(単位 :10億円)
1984年度 1985年度 1989年度 1990年度
民有地の宅地 5,053.5 5,236.0 7,283.0
対家計民間非営利団体+公有の宅地 487.8 494.2 571.3
合 計 5,541.3 5,730.2 7,854.3
表6-3 富山県の土地面積
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(単位:ha)
1984年度 1985年度 差 1989年度 1990年度 差
宅 地 19,626 19,962 +336 20,948 22,367 +1,419
農 用 地 70,769 70,325 -444 68,711 67,988 -723
森 林 284,429 284,405 -24 283,506 284,536 +1,030
原 野 267 267 0 267 267 0
水 面 等 17,600 17,650 +50 17,671 18,815 +1,144
道 路 15,019 15,204 +185 15,640 15,119 -521
そ の 他 17,506 17,419 -87 18,492 16,234 -2,258
〔出所〕富山県水雪土地対策課 〔26〕
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資本取引と調整額については,国における期首ストックと期末ストックの差の資本取引と調整の
比率で推計｡
宅地 期首ストック 資本取引 調整
1985年度 5,541.3 3.0 185.8
1990年度 7,854.3 6.5 1,031.2
期末ストック (単位 :10億円)
5,730.2
8,892.1
調整額における ｢経済的要因による量的変化｣と ｢市場価格変化による再評価｣は次のように区
別した｡宅地の面積の変化量を,期首の資産単価で金額変化量に変換し,これを ｢経済的要因によ
る量的変化｣とし,期首ストック額と期末ストック額の差から上記金額をひいた差額を ｢市場価格
変化による再評価｣とした｡
(01,34)期首ストック
1985年度 5,541,336.1(百万円)
1990年度 7,584,330.7(百万円)
(08,34)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度 3,002.2(百万円)
1990年度 6,527.4(百万円)
(34,34)経済的要因による量的変化
1985年度 94,869.6(百万円)
1990年度 532,039.9(百万円)
(37,34)市場価格変化による再評価
1985年度 90,947.9(百万円)
1990年度 499,171.4(百万円)
(38,34)期末ストック
1985年度 5,730,155.9(百万円)
1990年度 8,622,069.4(百万円)
〔出所〕経済企画庁 〔9〕,富山県水雪土地対策課 〔26〕
(35)農林地等
農林地は,林地に天然林の立木を加算し,保全地域を差し引く (漁場は資料がないため計上しな
い)｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合-
(単位 :10億円)
1984年度 1985年度 1989年度 1990年皮
森林民有地
宅地以外の土地の民有地
森林公有地 (含む非営利)
168.9 171.5 212.1
1,640.0 1,692.3 1,982.9
68.3 69.0 70.7
宅地以外の土地の公有地 (含む非営利) 114.8 122.6 144.3
合 計 1,992.0 2,055.3 2,410.0
資本取引,調整額について
材積による人工林比率 :30.51% (1985年度)
34.53% (1990年度)
225.0
2,159.9
73.5
163.7
2,622.1
国における期首ス トックと期末ス トックの差の資本取引と調整の比率を県にも適用｡
(単位 :百万円)
期首ス トック
1985年度 1,919,666.5
1990年度 2,312,351.6
資本取引 調整 期末ス トック
14,850.1 47,440.4 1,981,957.0
18,559.6 188,116.9 2,519,028.1
量的変化については,土地の量が不変と見なし,他の金額と相殺する｡
こうして推計した数値から各々保全地域分を差し引く (果樹の分も引く)｡
(01,35)期首ス トック
1985年度 1,760,533.4(百万円)
1990年度 2,112,198.7(百万円)
(08,35)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度 12,393.7(百万円)
1990年度 14,953.0(百万円)
(34,35)経済的要因による量的変化
1985年度 -95,552.8(百万円)
1990年度 -533,092.4(百万円)
(37,35)市場価格変化による再評価
1985年度 140,687.9(百万円)
1990年度 708,955.9(百万円)
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〔出所〕経済企画庁 〔9〕,富山県水雪土地対策課 〔26〕
(36)保全地域等
保全地域等は土地利用基本計画における地域区分の ｢自然公園｣と ｢自然保全｣地域とし,全国
における金額の面積比率により推計する｡
県面積 (重複分含む) (単位 :ha)
面積 自然公園 自然保全 合 計 全国比率
1985年度 120,047 865
1990年度 120,047 865
(01,36)期首ス トック
1985年度 158,733.1(百万円)
1990年度 198,652.9(百万円)
(08,36)産業の環境関連以外の財貨 ･サービス
1985年度 2,316.2(百万円)
1990年度 3,465.4(百万円)
(34,36)経済的要因による量的変化
1985年度 683.2(百万円)
1990年度 1,052.6(百万円)
(37,36)市場価格変化による再評価
1985年度 562.2(百万円)
1990年度 10,741.9(百万円)
120,912 2.24%
120,912 2.23%
〔出所〕国土庁 〔11〕,日本総合研究所 〔30〕,富山県水雪土地対策課 〔26〕
2.帰属環境費用
〔1〕大気 (廃物による自然資産の質の低下)
(1)汚染物質等の選定
大気を汚染させる物質や地球温暖化を引き起こす物質の中でも,物量データとして把握が比較的
に容易なものは二酸化硫黄,二酸化窒素及び二酸化炭素などである｡ そこで,二酸化硫黄を代表と
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -37-
する硫黄酸化物 (SO玉),二酸化窒素を代表とする窒素酸化物 (NOR)及び二酸化炭素 (CO2)
を推計の対象とする｡
(2) 大気の帰属環境維持費用の推計手順
硫黄酸化物と窒素酸化物については,発生源を固定発生源 (工場 ･事業場,家庭)と移動発生源
(自動車)に分けて,それぞれの排出量と除去費用原単位から帰属環境維持費用を推計する｡ また,
二酸化炭素については,全体の排出量と代替費用原単位から帰属環境維持費用を推計する｡
(3)排出量の推計
①硫黄酸化物,窒素酸化物の排出量
県資料から推計｡
○固定発生源 (工場 ･事業場,家庭)
SOx (t)
1985年度
1990年度
12,122
10,837
○移動発生源 (自動車)
1985年度
1990年度
NOx (t)
3,977
7,124
NOx (t)
9,750
10,968
〔出所〕富山県環境保全課 〔25〕｡
(注)SOxはSO2換算,NOxはNO2換算｡
②二酸化炭素の排出量
二酸化炭素は,人工的には主として化石燃料に含まれている炭素分の燃焼によって大気中に排出
されるので,その排出量を化石燃料の消費量から推計する｡ その際,C02の排出量はそれぞれの
燃料消費量に二酸化炭素排出係数 (環境庁 〔7〕を使用)を掛けたものである｡ 表6-4は富山県
における1985年度と1990年度の各種燃料の消費量とCO2排出量を推計した結果である｡
なお,CO2排出量は炭素換算(七一C)で表している｡
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表6-4 富山県における各種燃料の消費量とCO2排出量
1985年度 1990年度
燃料種別 消費量 CO2排出量(t-C) 消費量 CO2排出量(七一C)
原油 799,293ke 577,489 1,165,792ke 842,285
ガソリン 339,317kゼ 218,249 414,479kg 266,593
ナフサ 36,357kP 22,120 45,606kゼ 27,747
ジェット燃料油 6,557kg 4,372 10,077kβ 6,719
灯油 322,828kg 222,590 360,183kg 248,346
軽油 295,472kゼ 213,094 413,285kP 298,061
A重油 185,986kg 136,848 282,003kゼ 207,498
B重油 15,581kg 12,038 4,767kゼ 3,683
C重油 499,637kゼ 400,509 526,592kゼ 422,116
オイルコークス 106,301t 95,884 183,794t 165,782
LPG 123,486t 101,259 152,200t 124,804
石炭 1,049,670t 672,785 1,167,678t 748,423
石炭コークス 261,312t 231,418 146,080t 129,368
天然ガス 982千m3 471 0 0
〔出所〕消費量のガソリンからC重油までの石油製品については石油連盟 〔13〕の販売量,発電用
の原油,石炭及び都市ガス用の天然ガスについては中部通産局 〔16〕,製造業用オイルコークス,
石炭,石炭コークスについては通産省 〔17〕,LPGについては富山県環境衛生課 〔24〕を用いる｡
(注1) 上記の消費量では,〔17〕によりナフサ,LPG,石炭の原料用消費分を減 じている｡ 石
炭の場合,石炭コークスとの二重計算を避けるためである｡
(注2) 石炭は 6,370kcal/kg,天然ガスは 8,500kcal/m3として換算している｡
(4) 除去(代替)費用原単位
①硫黄酸化物と窒素酸化物の除去費用原単位
除去費用原単位 (除去費用/除去量)は日本総合研究所 〔30〕の数値を利用する｡
○固定発生源 (工場 ･事業場,家庭)
1985年 1990年
硫黄酸化物の除去費用原単位 (円/ t) 9,930 7,000
窒素酸化物の除去費用原単位 (円/ t) 68,490 34,190
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- -39-
○移動発生源 (自動車)
OECD資料等をもとにした推計により,ガソリン車のNOx除去費用原単位は77,189円
/ (台･g/km)となっている｡ 軽油車,LPG車では原単位は異なると思われるが,ここでは同
じものを用いる｡
②二酸化炭素の代替費用原単位
二酸化炭素の排出量を削減するには,(a)エネルギーの消費量を減らす,(b)二酸化炭素の排出量が
少ないエネルギー源に代替 (転換)する,(C)発生した二酸化炭素を除去する,などの方法がある｡
(a)については,エネルギーは非常に多様な使われ方をしているので,エネルギー消費量を減らすこ
との帰属費用を推計することは著しく困難である｡ また,(C)については,現在のところ,C02に
はSOxやNOxのように実用化された除去技術はない｡本藤,内山 〔34〕によれば,火力発電所
で発生するC02を液化して深海に貯留するという,いくつかの研究開発途上の方法を検討した結
莱,C02の除去費用原単位の推計値は3.6-6.9万円/t-Cとなり,その膨大な発生量を
考えると莫大な費用が掛かることになる｡
そこで,ここでは(b)のエネルギー源を転換した場合の代替費用を用いて帰属費用を推計すること
にする｡ その際,大量にCO2排出量を削減するものとして原子力-の転換があるが,原子力の発
電コストについては種々の考え方があり,どれを採用するかによってばらつきが大きい｡そこで,
ここでは,火力発電の燃料を石炭からLNG-転換するばあいの代替コストでもって,CO2削減
の帰属費用と見なす｡ただし,LNGの可採年数は石炭の可採年数より短いので,この方法は長期
的な解決方法にはならないという問題点がある｡
資源エネルギー庁 〔12〕の電源別耐用発電原価によれば,LNG火力は石炭火力より1kwh当た
り1円程度安くなっている｡ また,これとは異なる設定であるが,本藤,内山 〔34〕ではLNG火
力は石炭火力より1kwh当たり1.04円程安くなっている｡ しかし,資源エネルギー庁の推計は
1地点に4基の60万kwの出力をもつ大規模な発電所を仮定しており,大きな電力需要のある大都
市においてのみ必要とされるものであって,富山県のように需要が小さい地域ではもっと小規模の
ものが必要とされる｡ 規模が小さくなる場合,石炭火力での発電コストの上昇はわずかであるが,
LNG火力では液化したままでの小規模な輸送,貯蔵などのために大幅なコストの上昇がある｡ 資
源エネルギー庁の推計方法に沿って我々が試算したところ,70万kwの出力をもつ 1基のみのLN
G発電所では1kwh当たり約2円のコストの上昇が起こるので,LNG火力は石炭火力より1kwh
当たり1円程度高くなる｡
ここでは,LNG火力と石炭火力との発電原価の差を1.0円/kwとして,代替費用原単位
(代替費用/削減量)を推計する｡ 内山,山本 〔3〕のCO2排出原単位を用いると,
LNG発電コス トー 石炭発電コスト (円/kwh)
代替費用原単位 (円/t-C)-
石炭排出原単位-LNG排出原単位 (七一C/kwh)
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1.0 (円/kwh)
(257-162)Ⅹ10~6 (t-C/kwh)
-10,530 (円/t-C)｡
(5) 帰属環境費用
①硫黄酸化物と窒素酸化物の帰属環境費用
○固定発生源 (工場 ･事業場,家庭)
排出量に除去費用原単位を掛けて帰属環境費用を推計する｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
120.4 75.9
667.8 375.0
○移動発生源 (自動車)
NOx排出量に除去費用原単位 (円/(台 ･t/km))を掛け,それを1台当たりの走行キロ数で割っ
て,帰属環境費用を推計する｡
排出量(t) 平均走行距離 (km) 帰属環境費用 (百万円)
1985年度 3,977.1 6,214.2
1990年度 7,123.8 8,585.9
〔出所〕富山県環境保全課 〔25〕より計算｡
49,400.9
64,045.1
②二酸化炭素の代替費用原単位
C02排出量に代替費用原単位を掛けて帰属環境費用を推計する｡
1985年度 1990年度 (単位 :百万円)
C02 30,633.1 36,764.7
(6)森林のCO2吸収
①森林の公益効果
森林の公益効果には,土壌の保全,洪水の防止,水源の滴養,レクリエーションの場の提供,坐
物多様性の保持,C02の吸収などがあるが,ここでは,最後のC02の吸収についてのみ帰属費用
(便益)を推計する｡
②C02の吸収量の推計
森林の樹木がC02を吸収する量を推計する方法には,大きく分けて樹木量から計算する方法と
樹木の成長量から計算する方法がある｡ ここでは,農林水産省 〔31〕の方式に従って,成長量から
推計する｡ これは,樹木が光合成により大気中のC02を吸収して成長するので,成長量の中の炭
素の量を推計することにより,CO2吸収量 (炭素換算)と見なすものである｡
その際,統計上の成長量は幹材のみなので,枝,莱,根などの成長量を追加し,乾重量で表す｡
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合- 141-
また,伐採された木材は種々の用途に使用された後で,燃やされたり腐朽するので,長期的にはC
02の発生源になるが,いつそれらが起こるかを計算することが困難なので,ここでは考慮しない｡
推計結果は表6-5のようになった｡
表6-5 富山県における樹木成長量とCO2吸収量
1985年度 1990年度
針葉樹 広葉樹 針葉樹 広葉樹
成長量(m3) 443,552 251,731 471,177 214,687
幹成長乾重量(t) 164,114 123,348 174,335 105,197
総成長乾重量(t) 381,660 324,600 405,430 276,834
CO2吸収量(レC) 190,830㌔ 162,300 202,715 138,417
〔出所〕国有林の成長量は林野庁 〔38〕,民有林等の成長量は富山県農林水産部 〔28〕
(注)農林水産省 〔31〕より,針葉樹と広葉樹の容積密度をそれぞれ0.37と0.49とし,幹,枝,莱,
根の総成長乾重量の中で幹の成長乾重量が占める比率を針葉樹では43%,広葉樹では38%とし,総
成長乾重量の中の炭素の組成比を0.5としている｡
③帰属環境費用 (便益)
ここでは,森林が炭素換算で1tの二酸化炭素を吸収する際の便益の大きさは,化石燃料が1t
の二酸化炭素を排出する際の代替費用原単位と同じ10,530円/t-Cであると仮定する｡ 帰属環境便
益はこれに森林のCO2吸収量を掛けて推計する｡
吸収量(t-C) 帰属環境費用 (百万円)
1985年度 353,130
1990年度 341,132
3,718.5
3,592.1
(7)各セル-の対応
①硫黄酸化物,窒素酸化物
○固定発生源
慶応義塾大学産業研究所の試算における排出比率 (1985年)を利用して推計｡
次の比率で各セルに分配し,残りは産業とする｡
公務
S0x
0.49%
NOx
0.35%
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対家計民間非営利団体 4.53%
家計 0.34%
0.96%
6.34%
(09) (12) (13)
産業 政府 対家計民間非営利団体
1985年度 SOx 113.9 0.6 5.5
NOx 616.7 2.3 6.4
1990年度 SOx 71.8 0.4 3.4
NOx 346.3 1.3 3.6
(17)(単位 :百万円)
家計 合 計
0.4 120.4
42.3 667.8
0.3 75.9
23.8 375.0
○移動発生源
自動車については,自動車貨物輸送 トン数の営業用を産業に,残 りを家計に計上する｡
(09)
産業
1985年度 NOx 17,962.2
1990年度 NOx 27,007.8
(17)
家計
3t438.7
37,037.3
〔出所〕日本総合研究所 〔30〕,吉岡他 〔37〕,北陸財務局 〔33〕
(単位 :百万円)
合 計
49,400.9
64,045.1
②二酸化炭素
ここでは,二酸化炭素について化石燃料の燃焼による排出と森林による吸収を考察している｡ 森
林の公益効果は経済的生産境界をさらに拡張した枠組みで考慮されることができるが,維持費用ア
プローチ (SEEA Ⅳ.2版)を基本にしている本試算の枠組みのもとで,化石燃料の燃焼によ
る二酸化炭素の排出量から森林による二酸化炭素の吸収量を引いた純排出量を削減する場合の費用
をもって帰属維持費用を見なすことにする｡ この方法は二酸化炭素の其の排出者や吸収者をやや不
鮮明にするという問題点を抱えている｡ 二酸化炭素の純排出量の帰属費用は
1985年度 26,914.6百万円 1990年度 33,172.6百万円
慶応義塾大学産業研究所の試算における排出比率 (1985年)を利用して推計｡
次の比率で各セルに分配し,残 りは産業とする｡
公務 0.56% 対家計民間非営利団体 2.01% 家計 9.20%
(09) (12) (13) (17)
産業 政府 対家計民間非営利団体 家計 合 計
(単位 :百万円)
1985年度 23,745.5 151.3 541.5 2,476.4 26,914.6
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合-
1990年度 29,266.5 186.4 667.4 3,052.2 33,172.6
〔出所〕吉岡他 〔37〕
〔2〕水 (廃物による自然資産の質の低下)
(1)汚染物質の選定
水質の環境基準に定められている物質は多数あるが,ここではBODのみを対象とする｡
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(2) 水の帰属環境維持費用の推計手順
排出量と除去費用原単位より,帰属環境維持費用を求める｡ 汚染発生源は,生活系と産業系の 2
系統とする｡
(3) 排出負荷量の推計
県の水質環境計画より推計｡
○生活排水系負荷量
1985年度 1 9 9 0年度 (単位 :BODt /冒 )
水洗化 (下水道等) 2.00
I/ (単独)
非水洗
合 計
○産業排水系負荷量
工場 ･事業場
畜産
令
〔出所〕富山県 〔19〕
13.33
26.33
41.66
1985年度
34.33
2.33
36.66
(4) 除去費用原単位
除去費用原単位は国の数値を利用する｡
1985年度 47,490円/t
1990年度 31,400円/t
〔出所〕日本総合研究所 〔30〕
(5) 帰属環境維持費用
2. 33
1 5 . 8 3
2 0 . 00
3 8 . 17
1990年度 (単位 :BODt/冒)
32.83
3.00
35.83
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1985年度
1990年度
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生活排水系 産業排水系 合 計 (単位 :百万円)
722.1 635.5 1,357.6
437.5 410.7 848.1
(6) 各セルへの対応
生活排水系は,17列の家計-計上,産業排水系は,9列の産業-計上する｡
1985年度
1990年度
(09)
(産業)
635.5
410.7
(17)
(家計)
722.1
437.5
(合 計) (単位 :百万円)
1,357.6
848.1
〔3〕人工林 (生態系の破壊)
富山県においては,人工林における自然成長量以上の伐採はなされておらず,従って帰属環境維
持費用はゼロとする｡
〔4〕土地利用 (生態系の破壊)
(1)推計方法
利用 (開発)土地の開発を断念 ･抑制することによる遺失利益を帰属環境維持費用とする｡ 開発
にかかった金額については,国のⅠ/0表における土地造成工事費用から国と県の生産額比率を利
用して推計｡
(2) 土地利用面積
土地に関する統計資料を利用して,基本計画五地域の年間の面積の差 (重複含む)を転換面積と
考える (白地は除く)｡
開発用地面積一都市面積
農林地面積-農業地域+森林地域
保全地域面積-自然公園地域+自然保全地域
資料から,試算年は農林地面積の差のみとなるため,帰属費用は農林地面積に計上｡金額は,国
のⅠ/0表<その他の土木建設>の生産額における<土地造成>の生産額比率を,県の<その他の
土木建設>の生産額にかけて,県の<土地造成>額を推定する｡
1985年度 21,808.8百万円
1990年度 11,791.0百万円
〔出所〕総務庁 〔14〕,富山県 〔20〕,富山県水雪土地対策課 〔26〕
(3) 各セル-の対応
地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合-
すべて (09列)産業のセルへ計上
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〔5〕資源の枯渇
富山県においては,土石,亜鉛,石妖石,珪石,天然ガスなどの鉱物資源を生産してきたが,土
石以外は産出額や資源量が極めて少ないので,産出額が最も多い砂利類 (河砂利,陸砂利,土砂な
ど)のみの帰属費用を推計した｡なお,天然ガスは主として枯渇のため,平成2年度から採掘を中
止している｡
(1)推計方法
持続可能性の観点からは鉱物資源の価値をユーザー ･コスト法で推計することが望ましいが,確
認埋蔵量のデータが得られないので,ここでは帰属費用を砂利類の採取料から推計している｡ 競争
市場のもとでは,単位採取料は純価格 (市場価格一限界費用)に等しいので,純価格に埋蔵量の減
少分を掛ける純価格法は採取料による推計値と同じとなる｡ また,理論的には長期的な競争市場均
衡のもとで純価格法は現在価値法と同じ結果をもたらす (Landefeld&Hines〔44〕を参照)｡
(2) 帰属費用
砂利類の採取料として河砂利の採取料を用いると,生産量,採取朔,帰属費用は次のようになっ
ている｡
1985年度
生産量 3,034
単位採取料 155
帰属費用 470
〔出所〕富山県河川課資料
(3) 各セルへの対応
(37列)地下資源のセルへ計上
1990年度
3,549 (fm3 )
160 (円/m3)
568 (百万円)
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地域における環境 ･経済統合勘定一富山県の場合-
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